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The eruption of Mount Fugen in 1794 resulted in the
formation of a group of islands in the Ariake Sea. Mukaijima
Island and its surrounding coastal area were reclaimed in
1871 , and a new man-made area was developed.
Minatoshinchi in Shimabara City is one of the port towns in
the area. Residents of Minatosinchi searched for a spring
outside the area due to lack of fresh water supply.
The residents of Minatoshinchi raised capital and built a
water plant in 1881. Later, they laid water pipes from the
water plant to Minatoshinchi to supply water to each house.
The length of the pipes is about 600 meters. The water in
Minatoshinchi is one of the oldest community based water
systems in Japan, and it is still in use today. This paper will
discuss the changes of the water system in Minatoshinchi.
はじめに
長崎県島原市は、島原半島の中央にそびえる活火山普賢岳
（1359m）の東側にあって、有明海に面している。平成三年（1991）
に発生した普賢岳噴火の火砕流と土石流は、島原市と深江町一
帯に大きな被害をあたえた。
これを遡ること約200年、寛政四年（1792）の普賢岳噴火は、そ
の前山である眉山の南側が崩落し、多くの人々の命を奪い家々
を崩壊させた。地震と津波による被害は、島原城下が全滅とい
われるほど大きく地形をも変えてしまった。「島原大変、肥後迷
惑」といわれるように、島原ばかりでなく、対岸の肥後熊本にも
被害を及ばした。一方、普賢岳に降り注いだ降雨は伏流水にな
り、市内各地に豊かな湧水となって噴き出している。
島原大変のさいに崩落した眉山の土石流は、広馬場先の有明
海に流れ込み、そこに数多くの小島を作った。今回、取りあげ
る湊新地町は、広馬場先にできた島々の一つ向島をもとに、島
原藩が明治三年（1870）、臨海を埋め立てた造成地に形成された
港町である。この新地は井戸を掘っても飲料水に恵まれない。
そこで湊新地住民たちは、湧水を求めて周辺を探訪し、川竹山
（現、西八幡町内の字）のなかに湧水源を探しあてて湊新地の飲
料水源にした。湊新地の人々の力によって、明治十四年（1881）
八月十八日にいたって上水道施設は落成した。この上水道施設
は、その後も湊新地の人々によって修復と改造を加えられなが
ら、現在も使われている。島原市上水道が各家に引かれた現在
も湊新地水道は雑用水道として使われ続けている。
本稿では、従来ほとんど研究がされていなかった明治初期の
民営上水道について、明治十四年（1881）に創設された島原湊新
地の民営水道施設とその関係資料を紹介し、その資料にもとづ
いて、明治初期から現在にいたる当水道施設の変遷を考える。
当水道施設は、地区住民が創設した明治初期に遡る小規模な
水道施設であるが、現在も雑用水道として使われていることな
ど、わが国の水道史上極めて貴重な存在である。このことから
当水道施設を文化財として指定するなどして、今後、より良い
状況で保存活用される状況をつくることを最後に提案する。
左）図１　島原の位置－有明海を隔てた対岸は熊本市
右）図２　島原湾上空からみた島原市街地と眉山、背後の普賢岳
写真△印の上方に湊新地、九十九
つ く も
島
しま
の島影がみえる
△
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１　湊新地水道と西八幡町水源地の概要
島原市湊新地町＊１は、島原城大手・島原市役所の南方約1.5キロ
メートルのところ、市南部中心街の広馬場町の東側にある。広馬
場町から石造アーチ橋である新地橋を渡ると湊新地町である。
湊新地町の西辺をかすめて、現在、島原鉄道が通る。近くに南
島原駅がある。湊新地町の中心街の部分は格子状の地割りがな
されている。
湊新地の東側の海岸に立つと、すぐ東先に島原大変のさいに
できた九十九島の大小の島々があり、その島影にできた新地の
港は、一見、大きな河口港であるようにみえる自然の良港であ
る。昭和三十一年（1956）１キロメートル程南方に島原外港がで
きるまでは、大牟田・熊本方面への航路の港として、また漁港
として活気を呈していた。当港町には遊廓もあったことで知ら
れている。湊新地の海岸には、栄えた時代の面影を石垣の護岸
や海に下りる石段に残し、現在も漁船の船溜まりとして多くの
船が繋がれている。
西八幡町の湊新地の水道源施設の敷地は、湊新地町の西方600
メートル程のところ、八幡町の八幡神社の南西方100m余りの位
置にある。この敷地の東表側には小道が通り、背後は竹藪など
が繁る丘陵である。ここに明治十四年（1881）水道源施設が創設
された。現在、この水道水は、水源施設から鉄製配水管が白水
川の中や道路の下、また新地橋の脇などを通って、湊新地町ま
で達し、各家々に給水された。水道水は、飲料水であるととも
に船舶用水、消火用水としても使われてきた。
西八幡町の水源用地の敷地面積は548平方メートルある。この
敷地は、小道に面する平らな東半部とこの背後の斜面の西半部
との２筆からなる。水源槽・貯水槽とその覆屋、石造祠とその
三方を囲む石垣の擁壁、水源地施設に関わる石碑４基は東半部
にある。小道、南隣との敷地境にはコンクリートブロック塀や
黒煉瓦塀＊２が建っている。これら施設の背後の西半部の斜面は
竹藪である。
現在、西八幡町の水源地から湊新地までの間に配水用鉄管が
引いてある。昭和35年（1960）に市水道が各家に引かれた。これ
を機に、湊新地水道の水道は雑用水道に変わることになる。こ
の水道を維持管理し運営する湊新地町水源地保有権者会は、会
則を制定し、現在も会則にしたがって活動している。2006年現
湊新地町 
水源地 
島原城 
市役所 
図３a 湊新地と島原城の位置（ は図３bの範囲）
図３b 湊新地と湊新地水道源西八幡町の関係
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２　湊新地水道と西八幡町水源地の施設
西八幡町の水道源施設の敷地内に設けられている
水道施設に関する建築物・土木構築物・工作物・記
念碑等は、次にあげるａからｆまでの６物件、また、
西八幡町水道源から湊新地町の各家庭までの施設と
して、ｇ，ｈの２物件をかぞえる。また、湊新地町の
入口にアーチ橋新地橋がある。
ａ　源水槽および赤煉瓦造上家
ｂ　かまぼこ型貯水槽
ｃ　石造小祠および周囲石積み擁壁
ｄ　南隣地境の黒煉瓦塀
ｅ　表道路沿いコンクリートブロック塀
ｆ　当敷地と水道施設に関わる石碑４基
ｇ　源水地から湊新地までの導水管
ｈ　各家の水道蛇口　
ｉ　石造アーチの新地橋
まず、西八幡町水道源地の敷地環境と諸施設の配置について、
その現況を説明することにしたい（図４）。
西八幡町の水道源地一帯は現在住宅地である。東面を通る小
道に面し敷地入口の板扉が開く。入口の南北両側は道路に沿っ
てコンクリートブロック塀が立ち、敷地東北隅にあたる道路沿
いにごく新しい倉庫が建つ。敷地南側は隣家であって、その敷
地境に、道路沿いのコンクリートブロック塀南端から鉱滓煉瓦
積み塀が西方奥に延びる。敷地の北面と西面は竹藪等が繁る。
表道路から入口を入ると、すぐ左手にかまぼこ型貯水槽があ
る。この貯水槽は南北に長く、その戸口は北妻にあり、南妻は
隣地境の黒煉瓦積み塀に接している。入口を入った正面で、か
まぼこ型貯水槽の北西後ろに切妻屋根の赤煉瓦造の源水槽が建
つ。この源水槽南西の丘陵裾に、丘陵裾をコの字型にくり抜い
た形の石積み擁壁を設け、その中央に石の小祠を祀る。４基の
石碑は、①かまぼこ型貯水槽の西側で黒煉瓦積み塀際、②この
西方で石造小祠前、③赤煉瓦造源水槽のすぐ北方、④この北方
の４ヶ所に立っている。
次に水源地敷地内の建造物、工作物等の構造形式について説
明する。
a 赤煉瓦造水源槽（図７, 12～14）
源水槽は長方形煉瓦造、南北4.67m・東西2.77m、深さ1.6 m、
底は砂で水深は1.18ｍある。その覆屋は、４周に赤煉瓦の壁を建
てた平屋建で、屋根は木造切妻造、鉄板葺である。規模は桁行
5.0m・梁間3.1mの小規模で簡素な建物。東面の平側中央に柱型
をつくり戸口を設け、板戸両開きとする。建設年代は、赤煉瓦
造であることから明治四十一年（1908）の改造時のときの建設と
考えられる。
b 鉄筋コンクリート造かまぼこ型貯水槽（図７,９～11）
貯水槽は長方形で鉄筋コンクリート造、規模は南北7.8ｍ・東
西5.9ｍ、深さ1.34ｍある。４隅に短い柱型をつくり、ここに水
槽と一体になるごく低い壁面を立ちあげ、上にコンクリート造
かまぼこ型の覆いを掛ける。妻にあたる北側正面に戸口を設け
板戸を開く。キーストーンにあたるところに｢清泉」の文字があ
る。この上の最も高いところまで地面から1.87mある。外部の仕
上げは人造石砥ぎ出し。なお、この貯水槽の西側に３槽からな
る洗場が接しているが、今は使っていない。
当貯水槽の建設に関しては、大正十五年の「水道改修記念碑」
が参考になる。ここに「大正十五年（1926）六月起工、昭和二年
（1927）三月竣工、設計技手菅峰一、工事請負人渡邉兼治」とあ
在でこの水道は15軒の家庭が、月々の負担金を支払
って使っている。ただ、利用者は年々減る傾向にあ
る。
図４　西八幡町港新地水道源の配置図
図５　水道源前の道路とＣ.Ｂ塀 図６　水源地を東からみる。背後は竹やぶ
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図７　水源地の敷地を北西からみる 図８　水源地の敷地を南西からみる
図９　かまぼこ型貯水槽の正面 図10 かまぼこ型貯水槽の正側面
図11 かまぼこ型貯水槽の内部 図12 赤煉瓦積の源水槽正面
図13 赤煉瓦積の源水槽背後から東方をみる 図14 赤煉瓦積源水槽の内部
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り、設計技手が関わっていること、鉄筋コンクリート造の独創
的な形態であることなどからこの時の建設と考える。
c 石造祠とその周囲の石擁壁（図15～17）
かまぼこ型貯水槽の西方の斜面をアルコーブ状に切取り、南
北両側面と西背面の３方に石垣を積んだ一画をつくり、その中
央に石造入母屋型の小祠が祭ってある。基礎石の上に基壇を２
重に積みその上に置いてある。正面に石の扉が開く。１重目の
基壇は正面85㎝、奥行67㎝、軸部は方40㎝、屋根の棟は最長67
㎝、高さは基壇下から棟上まで126㎝である。建築年代は明らか
でないが、明治期につくられたものであろう。島原各地の湧水、
洗い場には水神や猿田彦神を祀っている例が多くある。この小
祠もこのような祠であって、当水道源施設には欠かせなかった
ものと考えられる。周囲の石擁壁は荒い仕上げの切石を４段程
度積んである。
d 黒煉瓦造の境界塀（図17）
敷地南側の隣地境に東西に建つ黒煉瓦塀で、その東半はかま
ぼこ型貯水槽の南面に接している。延長11.5m 、高さ約1.7mあ
る。境界塀に赤煉瓦でなく黒煉瓦を使っている。黒煉瓦は当地
で一般民家の塀などにしばしば使われている建材である。野澤
建材会社、宮崎建材会社によると、昭和十二、十三年頃にセメ
ント瓦とともに取り扱っていたという。当黒煉瓦塀の建設年代
は昭和十年代以前、大正十五年度の改修工事にかまぼこ型貯水
槽とともに建てた可能性がある。
e 道路沿いコンクリートブロック塀（図５～６）
敷地前面の道路沿いのコンクリートブロック塀である。長さ
30.0m、高さ2.0mあり、北端近くに敷地入口の戸口を設け、板戸
両開きとしている。コンクリートブロック塀は当市の一般民家
ではそれほど多く使われてはいない。塀の材料として、石・
土・板が素材として古くから使われている。近代になるとこれ
に煉瓦（赤煉瓦・黒煉瓦・セメント煉瓦など）やコンクリートブ
ロックが使われる。このなかでコンクリートブロックが用いら
れるのは最も新しい。当コンクリートブロック塀は若干古く見
え、昭和三十年（1955）以前のものであろうか。
f 水道源施設に係わる石碑群（資料１～４）
石碑は①②③④４基がある。これらの石碑には古いほうから、
明治十四年（1881）・同十五年・同十九年、明治四十一年（1908）、
大正十五年（1926）・昭和二年（1927）、昭和七年八年（1932・33）
の年号が刻まれている。これらの具体的内容は後の「石碑資料」の
項で取り上げるので、ここでは各石碑の形態について簡単に記す。
石碑①「明治十四年八月十八日落成、明治十九年一月十二日
買受」等の記がある。高108㎝・幅67㎝の切り石であり、正面は
長方形に仕上げてある。
石碑②「明治四十一年旧五月改造」の記がある。高154㎝・幅
84㎝で、上部は丸みをもった仕上げをしてある。
石碑③「水道改修記念碑」。大正十五年六月起工・昭和二年三
月竣工と刻まれている。高188㎝・幅82㎝あるやや大きな自然石
風である。
石碑④「山林購入記念碑」。昭和七年四月十九日購入・昭和八
年七月建立、土地参畝拾歩と刻まれている。高110㎝・幅72㎝の
自然石である。
上の４基の石碑は、当湊新地水道源施設の建設の経緯を刻ん
だ記録であり、資料としても記念碑としても貴重な資産である。
次に、ｇ以下の西八幡町の水源地から湊新地の各家庭までの
水道施設２件と新地橋に関して簡単な説明をしたい。
左上　図15 石造祠と周囲の石積み擁壁。左手に石碑②
左下　図16 石造祠平面・立面スケッチ
右上　図17 隣地境の黒煉瓦塀。その前の石碑①②、手前右
に石の祠
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g 西八幡町から湊新地までの配水管（図19, 20）
鉄管の配水管が用いられている。水源地から道路下、白水川
のなかを通り、再び道路下を通って、広馬場町境に架かる新地
橋では橋下の脇を通って、600m程ある湊新地町の各家に達する。
鉄管の配水管が何時から用いられたかは明らかでないが、大正
十五年度の改修時から用いられたのであろうか。それ以前は土
管であったという。
h 分水栓・上水栓・給水栓（図22）
各家への分水栓・上水栓について現在のところ十分な調査は
できていない。量水器はなく給水栓（蛇口）は各家の入口近くや
庭先にある。2006年現在、雑用水道として15戸で使用している。
i 新地橋（図18, 19）
水道施設とともに新地橋についても記す。新地橋は、広馬場
方面から湊新地への主要な入口にあたる。石造アーチ橋で、橋
長8.7m、橋幅4.9m。湊新地は、明治三年（1870）に造成してでき
た新地であるので、橋はそれ以降、間もない時期に架けられた
と考えられる。その後昭和二十四年（1949）に修復が行われ、高
欄はこのときに変えられた。親柱に「昭和二十四年七月架」の刻
銘がある。高欄の仕上げは人造石洗出しである。平成十六年
（2004）に石造アーチ下面の中央に沿って、土木用高耐久性薄肉
埋設型枠（厚さ40㎜）を張りつける構造補強を施した。当橋の周
辺の護岸は石垣を積んだもので、アーチ橋とともに歴史を経た
美しい姿をみせている。
左上　図18 新地橋。石造アーチ橋
右上　図19 新地橋と橋の脇下にかかえられている湊新地の水道鉄管
左下　図20 かまぼこ型貯水槽から出る配水管
右中　図21 白水川の中を通る水道鉄管
右下　図22 庭先の水道栓
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３　石碑資料
敷地内４基の石碑の写真と文面の読みを資料として書きあげ
説明をくわえる。これら石碑文面から湊新地水道に関する歴史
の概略を読みとることができる。
〔石碑①〕（明治十五年八月建立）
石碑①は最も古い石碑である。石碑正面の上部１行目に「明治
十四年八月十八日落成」と刻まれている。この意味はこの日をも
って水道施設が落成したと解される。２行目に「一原水畑地　貮
畝六歩」、３行目に「明治十九年一月十二日買受」とある。表面下
部の世話人氏名を記した後に「明治十五年八月建之」とある。４
行目に「港新地共有地ト為ス」とあって、水源地の土地面積とそ
れが共有地であることを刻む。
買受の明治十九年（1886）一月は、石碑建立の明治十五年（1882）
八月から３年余を経た後になる。石碑建立した後の年月日の記
事である。これは何故だろうか。この点は後に再び取り上げた
い。このような問題点はあるが、水道施設は明治十四年八月十
八日落成し、源水源の土地を明治十九年に買いとったという内
容は了解してよかろう。
正面下部に湊新地世話人として14名の氏名が刻まれている。
側面には刻工として森永藤一郎、本多甚平、飯□儀七、小川兼
一郎の４人の氏名が刻んである。
明治十四年八月に落成した水道施設の具体的な内容はこの石
碑からは明らかでないが、現存する施設の今後の精査や、新た
な文献資料等の発見によって明らかにできる可能性はある。こ
の点も後に再び取り上げたい。
〔石碑②〕（明治四十一年旧五月改造）
表側に「明治四十一年旧五月改造シ　其委員ヲ記ス」とし、イ
ロハ順に委員12名の氏名を刻んでいる。側面「石工　沼田作治」
と石工の氏名を刻んでいる。改造の明治四十一年（1908）は明治
十四年（1881）竣工の27年後のことである。この工事の具体的な
内容は記してないが、赤煉瓦造の源水貯水槽の新設に関わる工
事が考えられる。
〔石碑③〕（昭和八年七月建立）
表面に「水道改修記念碑」と刻み、側面に「大正拾五年六月起工
昭和二年三月竣工」とある。続いて「設計技手菅峰一　工事請負
人渡邉兼治」と刻んであって、起工と竣工の年月および設計技手
と工事請負人が知られる。この改修工事は、技手によって設計
され、請負工事として大正十五年（1926）度に行われた。近代的
資料１　石碑①の正面と側面 資料２　石碑②の正面 資料３　石碑③の正面
①ａ
（正面）
①ｂ ② ③ａ
（正面） （正面）
（側面）
（写真なし）
（側面）
水
　
道
　
改
　
修
　
記
　
念
　
碑
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な設計、施工方法によった工事であることが推定される。裏面
には水道委員として17名の氏名と、湊新地青年會が昭和八年七
月に建立したこと、そして石工森永市三郎の氏名も刻んである。
この石碑文面の内容や時代から判断して、この改修工事は、
現存する鉄筋コンクリート造かまぼこ型貯水槽の新築であると
推察する。
〔石碑④〕（昭和八年七月建立）
表面に、山林購入記念碑とあり、昭和七年四月十九日に購入
したこと、昭和八年七月に当石碑を建立したことが刻まれてい
る。裏面に、湊新地青年会と横書きしてあり、その上に相談役
７名がイロハ順に、下に湊新地青年会の会長・副会長・幹事長
等14名の氏名を刻み、役員外に会員23名があることを刻んでい
る。これら氏名の枠外に「土地参畝拾歩」と山林購入の内容が刻
んである。
石碑①にある「原水畑地　貮畝六歩」と合わせると土地は計５
畝16歩になる。良好な水源確保のためには、それなりに広い土
地が必要である。
石碑③、石碑④はともに湊新地青年会が昭和八年七月に建立
している。湊新地の青年会活動が盛んであったことを表してい
るのであろう。
４　湊新地上水道に関する文献資料
湊新地の上水道に関する文献資料として、湊新地町水源地保
有権者会会長が保管する土地関係、水源地保有権者会会則など
がある。会長保管資料を以下に書きあげよう。
〔文献資料１〕所有権移転（昭和六十二年）
「地番区域　西八幡町　　地番家屋番号　８５２６
壱　　　所有権移転
明治参四年六月七日受付　　第壱七〇弐号
原因　明治参四年六月七日売買
所有者　南高来郡湊町参五八番戸
井　上　栄　説
順位弐番の登記を移転
弐　　　所有権一部移転
明治参四年六月壱〇日受付
第壱七壱五号
原因　明治参四年六月七日売買
共有者　南高来郡湊町参七参番戸
松　尾　金之助
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資料３（続き） 石碑③の側面と裏面 資料４　石碑④の正面と裏面
③ｂ ③ｃ ④ａ ④ｂ
（側面） （正面） （裏面）（裏面）
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順位参番の登記を移転
法務大臣の命により移記
昭和六弐年六月壱七日
壱　　　　　　　　　　　　井上　　栄説　　弐〇分の壱
弐　　　　　　　　　　　　松尾　金之助　　弐〇分の壱
弐　南高来郡湊町参七四番戸生田　忠三郎　　弐〇分の壱
弐　同上四〇〇番戸　　　　早稲田　和七　　弐〇分の壱
弐　同上参七壱番戸　　　　吉田　　栄一　　弐〇分の壱
弐　同上弐ノ四壱九番戸　　田島　　重武　　弐〇分の壱
弐　同上四四六番戸　　　　西村　　一池　　弐〇分の壱
弐　同上四壱〇番戸　　　　川上　　泰充　　弐〇分の壱
弐　同上四五六番戸　　　　渡辺　辰三郎　　弐〇分の壱
弐　同上四五四番戸　　　　朝永　兵太郎　　弐〇分の壱
弐　同上四四壱番戸　　　　森下　忠次郎　　弐〇分の壱
弐　同上四参四番戸　　　　折田　　祐吉　　弐〇分の壱
弐　同上四弐八番戸　　　　本多　　菊松　　弐〇分の壱
弐　同上四参参番戸　　　　谷口　夘八郎　　弐〇分の壱
弐　同上参八七番戸　　　　島嵜　　禮蔵　　弐〇分の壱
弐　同上弐ノ四〇六番戸　　堀　　　庄蔵　　弐〇分の壱
弐　同上弐ノ参八〇番戸　　堀　　　栄蔵　　弐〇分の壱
弐　同上参六弐番戸　　　　松本敬右衛門　　弐〇分の壱
弐　同上参六〇番戸　　　　田中　　又蔵　　弐〇分の壱
弐　同上三会丙壱参四五番戸佐中　松次郎　　弐〇分の壱」
島原市西八幡町8526番地（旧　島原市字川竹山）に所在する湊
新地町水源地の218平方メートルの土地は、明治三十四年六月七
日付けで買取り、昭和五十八年九月十六日に、南高来郡湊町358
番戸の井上栄説所有の登記がしてあったが、昭和六十二年六月
十七日にいたって所有権一部移転の登記をおこない、井上栄説
と以下19名の保有権者が、それぞれ20分の１宛を所有する形の
共同所有になった。
〔文献資料２〕地積坪数書替（昭和六十二年）
「平方メートルに書替
所在・地番　島原市西八幡町八五弐六（旧島原市字川竹山）
地　積　　　弐壱八平方メートル（旧　弐畝〇六歩）
昭和五八年九月壱六日売買　　昭和五八年九月壱六日登記
法務大臣の命により移記　　昭和六弐年六月壱七日　　」
所有権一部移転の登記と同じ昭和六十二年六月十七日に、地
積２畝６歩を218平方メートルに書き替える登記をおこなったの
である。
〔文献資料３〕保有権者会会則（制定等年月日の記入なし）
「湊新地町水源地保有権者会　会則
総　則
一、本会を湊新地町水源地保有権者会と云う。以下本会と云う。
一、本会員有資格者は明治中期以降、大正十五年末期迄に湊新
地町に世帯主として居住し、水源地の土地取得、及び水道施設
に対する多額の出資を永年に亘り負担し銀行借入金の完済にせ
し者の家族並びにその末孫に至るまで、湊新地町に居住する限
り継続するものとする。
一、本会の有資格者で他地域に転出した人は準会員とし、必要
に応じ会則に準ずることもある。
役　員
一、本会に左の役員をおく。
会長（水源地管理責任者）一名、副会長二名、委員若干名
一、必要に応じて会計、監事をおくことも出来る。
一、本会に顧問、相談役をおくことも出来る。
一、役員の任期は三年とし、役員選出は十名以上の出席者によ
り選出する。
一、会長は関係業務を司どり、会長事故あるときは副会長が補
任代行する。
一、役員に欠員が生じた場合、補充された役員は前任者の残任
期とし、尚、会長が残任役員を補充することもある。
一、総会、役員会は必要に応じ会長これを招集する。
運営・目的
一、水源地諸施設は本会に於いて管理運営するも水源地より得
たる諸収入は町内費に充当し町内運営に当てる。依って湊新地
町の発展と利益につなぐことを第一義とする。但し会に必要な
ときその収入の一部を充てることもある。
一、現在使用している水道の水は雑用水とし、将来水道の機能
が停止したとき、他の用途を考え町内役員、本会役員、協議の
上、町内利益の為、善處する。
一、水源地の諸施設（例えば入口の戸、土地をかこむ垣等）の補
修等については、その金額に応じ従来通り町費で負担する。（そ
のためには現在も将来も水源地より生じた雑収入は全額町費に
納入している）
附　則
一、水源地の掃除等については、現在水道を利用している世帯
及び本会員で行うも、時に依り町内全般で行う事もある。
一、本会員は竹及び筍の必要な場合、会長の許可を得て採るこ
とができる。
一、右以外の町内会員については、会長の許可を得た上で割引
き有償とする。
一、町外の者については有償の取扱いとする。
一、準会員で湊新地町内に復帰したとき正会員となる。
一、将来水源地の施設を通じ収入が増加したとき、町の運営費
に充てるも、一部本会の費用に充当する。
湊新地町水源地保有権者会
設立発起人氏名（順不同）
本田繁登 末永正弘 近藤秀樹 松本敦美
早稲田保 内島義夫 大島政助 池田　泉
高田清正 馬場啓一 」
当会則は、総則、役員、運営・目的、附則の４部分からなっ
ている。総則の「会員有資格者」、運営・目的で「諸収入は町内費
に充当し町内運営に当て、諸施設の補修等については町費で負
担する」等と収支についての条目、また、附則に水源地に生える
「竹及び筍」を採ることについて条目に加えているなどの諸点は
当会則の特徴的なところとみなされる。また、当会則には、制
定した年月日が記してないが、運営・目的に「現在使用している
水道の水は雑用水とし」とあることから、島原市水道が湊新地町
の各戸に引かれた昭和三十五年（1960）以降の制定であることが
推測できる。
５　湊新地水道施設の変遷
湊新地の人々が上水道を早くも明治初期に敷設した背景には、
この地が臨海埋立地であり、井戸を掘っても飲料水が得られず、
飲料水の確保が必要であったことが先ず第一にあげられるが、
湊新地町一帯が島原地方の港町として経済的に繁栄していたこ
とが大きく関わっていた。『島原の歴史－自治制編』に載る大正
十三年頃の「島原町略図」＊3には、狭いこの湊新地に島原銀行と数
寄屋銀行の二行がある。このことは港町湊新地の経済活動が盛
んであったことを裏付けている。
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飲料水の必要性、盛んな経済力を背景にして、明治初期に建
設された湊新地水道施設は、どのような変遷を経てきたか、こ
れまでに紹介した諸資料をもとにして考えてみたい。西八幡町
の湊新地水道施設の現況は、明治四十一年（1908）から昭和八年
（1933）までの土地購入までの姿をよく伝えている。それでは明
治初期創設時の水道施設はどのようなものであったであろうか。
水道施設の建設、土地購入等の記事を年代順にならべると次の
通りである。
西暦　年月日・記事内容（根拠資料） 役員等・石工等
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
ｲ）1881 明治14年８月18日落成（石碑①）
ﾛ）1882 明治15年石碑①建立　　世話人14人　刻工４人
ﾊ）1886 明治19年１月12日源水畑地二畝六歩買受（石碑①）
ﾆ）1908 明治41年旧５月改造（石碑②）委員12人　石工１人
赤煉瓦源水槽建設か
ﾎ）1926 大正15年６月水道改修起工（石碑③）水道委員17人
ﾍ）1927 昭和２年３月水道改修竣工（石碑③）
設計技手１人　工事請負人１人　石工１人
かまぼこ型貯水槽、黒煉瓦塀建設か
ﾄ）1932 昭和７年４月19日山林土地三畝十歩購入（石碑④）
相談役７人　湊新地青年会役員12人・外23人
ﾁ）1933 昭和８年７月石碑③④建立　湊新地青年会
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
石碑①に明治14年８月18日落成の具体的な内容が刻まれてい
ないので、どんな水道施設が落成したのか明らかでない。何ら
かの湧水槽や配水装置が設置されたのであろう。また、屋敷神
の石祠は祀られたであろう。
石碑①に関しては、記載年に矛盾があることは前に記した。
明治十五年に石碑を建立しているのに、明治十九年の源水畑地
買い受けたことが刻まれている。明治十九年の記事は石碑を建
立してから後に刻んだと考えざるをえない。このことに注意し
て石碑を観察すると、１行目の明治十四年落成を刻んだ文字と
３行目の源水畑地買い受けを刻んだ文字とは、同じく石碑の建
立後に刻んだらしくみえるのである。そうであると石碑①の文
面は次のように変わる。つまり、石碑①の文面は最初、原水畑
地の貮畝六歩を港新地共有地とする内容のみが刻んであって、
そこに明治十九年土地購入した以降に、明治十四年落成と明治
十九年買い受けの二行を加えたのではないか（図25，26参照）。
石碑①には、刻工として４人の氏名が刻んである。このこと
に注目してみよう。この石碑の文字のみを４人がかりで刻んだ
とも思われない。刻工４人は石造湧水槽や石祠とその石垣の擁
壁など築く仕事にたずさわったのではないだろうか。石碑②や
石碑③に刻まれる石工は１人であり、石碑④に石工の名前がな
い。明治四十一年改造以降の工事は石工事が主体でなく石工の
氏名を刻み込むほどではなかったからではないだろうか。明治
四十一年の改造は赤煉瓦源水槽建設、大正十五年の水道改修は
設計技手と工事請負人が刻んであり、この改修工事はかまぼこ
型貯水槽と黒煉瓦塀建設が主であり、石工事はなかった。昭和
七年は山林購入であるから、もちろん石工事でない。石碑②や
石碑③に刻んである石工名は石碑を建てた石工の名前を刻んだ
のではなかろうか。
上のように、湊新地水道の西八幡町の明治初期創設時の施設
は石造を基本にしたものであったが、明治末期以降は煉瓦造、
大正末期には鉄筋コンクリート造の構造物に替えてきたと考え
ることができる。
次に西八幡町から湊新地町までの配水管は現在では鉄管であ
る。明治初期創設時は鉄製の配水管であったか否かは不明であ
るが、かまぼこ型貯水槽が作られたと考えられる大正十五年度
に、鉄製に変わった可能性は十分に考えられる。鉄管以前は土
管であったともいわれている。
湊新地の水道施設は、ときどきの時代を反映して、石から煉
瓦、鉄筋コンクリートへと新しい材料を採用して新しい技術や
構造を取り入れて現在にいたっている。
６　湊新地上水道施設の文化財としての価値
湊新地の上水道施設は、創建当初の姿は現在のところ明らか
でない。しかし、補修、改造を経た大正末期・昭和初期までの
姿を、施設、敷地とともに全般的によく伝えている。この民間
経営の上水道施設は創建以来、現在までにほぼ130年もの長年月
にわたって使われ続け、今なお現役である。この点、民間経営
の水道として、わが国では最も長い歴史を有しており、文化財
資産の視点からみてきわめて貴重な存在であると考える。貴重
とする内容を以下に要約する。
１）湊新地の上水道施設は、島原の豊富な湧水を源水とした民
間創設、民間経営の都市水道である。その創設は明治十四年
（1881）に遡る。創設時の施設の内容は現在のところ明らかでな
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図24 海からみた「島原町略図」部分　湊新地付近と九十九島
図23 数寄屋銀行－宮崎昌二郎『ふるさとの昔　スケッチ島原今昔』より
5-16 { V - · h L   07.3.17 1:59 PM  y [ W  15
16 明治初期創設の島原湊新地の民営上水道施設
して使われている。平成十九年（2007）の現在にいたるまで、ほ
ぼ130年もの長年月にわたって使われ続けている。
４）湊新地水道に関して、任意団体「湊新地町水源地保有権者会」
が設立されており、その会則にしたがって管理運営がされてい
る。当水道が敷設された当時から島原市の上水道が引かれるま
では全戸で使用していたであろうが、昭和六十年（1985）には24
戸が月100円の負担金を支払っていた。この21年後の平成十八年
（2006）現在では15戸が月100 円の負担金を支払っている。この水
道は地区住民の強いこだわりによって支えられている。
湊新地水道の利用者は年々減少する傾向にある。ここでの心
配ごとの一つは、この貴重な水道施設の利用者が減少して、現
役を退かなければならない時期が速まるのではないか、という
恐れである。このような心配をしなくてよい状況をつくり出す
ことが、広く市民に課せられた課題である。重要な文化財とし
て、水道の施設全体とともに水源地の土地その周囲の環境を本
来のより良い状況で保存活用されていくことを強く望むもので
ある。
〔注〕
＊1 2006年９月29日現在の湊新地町の世帯数100、人口214。島原
市の世帯18573、人口50755。
＊2 宮崎昌二郎氏のご教示によれば、黒瓦は鉱滓瓦の一種で
昭和初期頃には島原でも生産されていた。黒瓦は赤瓦とと
もに島原では塀にしばしば使われている。黒瓦の材料となる
鉱滓は、石炭ガス生産の副産物である。『西部瓦斯株式会社史』
（昭和57年刊）によると、当社は、昭和５年12月の設立であるが、
当社島原営業所の前身である島原瓦斯株式会社は大正３年12月
に発足開業した。その営業種類は、ガス製造および供給、ガス
副生物精製および販売、ガス器械製作貸付および販売ならびに
付帯の業務であった。
＊3 『島原の歴史－自治制編』に折り込みで載る「島原町略図」
は大正末の島原町略図とする。ただ、略図に載っている銀行等
の有無を検討すると、略図の年代幅を大正十三年前後に限定で
きる。
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図25 石碑①の表面上部の刻銘
図26 石碑①の刻銘から第１と第３行目を消した修正写真
いが、簡易な水道施設であったかと思われる。しかし、大正十
五年（1926）度の改修工事にさいして、鉄筋コンクリート造のか
まぼこ型の貯水槽をつくるなど、近代的な上水道施設に発展し
てきたと考えられる。
２）湊新地の上水道は、民間経営の都市水道としてもっとも早
い明治初期に敷設された。この敷設時期は公営の都市水道とく
らべても極めて早い。近代日本最初の都市水道は明治二十三年
（1890）の横浜市のものであり、水道法が制定されたのは明治三
十年（1897）のことである。
３）民間経営による湊新地の上水道施設は、土地を確保し、創
設後も湊新地の人々の力によって、修復、改造を加えられなが
ら、島原市の上水道が当町地区に引かれた現在も、雑用水道と
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